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　11月になると、アメリカで祝われる祝日の一つが「サンクスギビング」です。
　サンクスギビングは、アメリカの初期の収穫祭に由来しています。欧州からきた開拓者たちは、厳しい気
候の中での農業を教えてくれた先住民と、収穫できた貴重な食べ物を分かち合ったと伝えられています。
　この話は、アメリカの小学校でお芝居などにされるので、私も子どもの頃に親しんでいました。毎年親戚
を家に呼んで、大きな食事をする我が家の習慣にも、その話の影響が感じられます。
　しかし、時代が変わるにつれて、この物語をそのまま受け取るのではなく、疑問を持って考える人も増え
てきました。北米で暮らしてきた先住民と開拓者との間にあった暴力や、その後の歴史を知ると、サンクス
ギビングを「アメリカ初期の文化交流」として素直にお祝いすることに、違和感を持つ人も少なくありません。
　その一方、近年はサンクスギビングの日に家族や友人に手紙を書いて感謝を伝えるなど、新しい過ごし方
も生まれています。サンクスギビングの物語に対する見方が変わったからこ
そ、「自分は何に感謝しているのか」を考える日にすることもできるのではな
いかと思います。
　最近サンクスギビングを実家で過ごすことが少ない私が特に好きなのが、
「フレンズギビング（Friendsgiving）」です。友達やコミュニティの人と食事を
し、今こうして一緒に過ごせることに感謝を伝え合う過ごし方です。久米島
で多くの人にお世話になっているので、いつか皆さんと「フレンズギビング」
をしてみたいなーと、毎年想像しています。

感謝を伝える日、サンクスギビング
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【お問い合わせ】久米島町複合型防災・地域交流センター「ほんのもり」
TEL：987‒7051　FAX：985‒5052　E-mail：honnomori@town.kumejima.okinawa.jp

開館時間

ほんのもり
ホームページ

※■はぴよぴよおはなし会＆読み聞かせ会

12 月の開館カレンダー
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平日 10:00～19:00　
土日・祝日 10:00～17:00

開館日・イベント等の開催内容を変更する場合があります。ご了承ください。
不明な点・ご質問等ございましたら、「ほんのもり」までお問い合わせください。

【11 月の特設コーナー】　　
●秋の行事　●性教育、性感染症
●仕事に関する本　●七五三

11月・12月の開館カレンダー11月・12月の開館カレンダー

【令和8年度久米島町子ども読書まつり】【令和8年度久米島町子ども読書まつり】

※小学生以下のご利用の場合は、保護者同伴
　でのご来館をお願いします。

開館日、休館日に関しましては、カレンダーをご覧ください。

 

当館では、「換気扇の常時稼動」「ゴミ箱の未設置」な
どを引き続き行ってまいります。
ご理解とご協力をお願いします。

　10月3日（土）・4日（日）にほんのもりにて『令和8
年度久米島町子ども読書まつり』を開催しました。
　子ども読書まつりでは、沖縄県子どもの本研究会の講
師をお招きして、絵本・紙芝居の読み聞かせや実際に本
の販売も行っている1年に1度開催しているイベントです。
　絵本や紙芝居の読み聞かせだけでなく、人形を使った
歌遊びや、実際に利用者と一緒に手遊びなどをして盛り上がりました。本の販売では、赤ちゃんに合う
絵本を講師の方々に聞きながら熟考しているお父さん・お母さんの姿も見えました。子どもたちは実際
に自分で本の中身を見て選んで、保護者に購入してもらっていました。
　町内ではなかなか自分で見て本を購入することが難しいので、とてもいい体験になりました。

◀イベントの様子▲

幼稚園の頃のサンクスギビング
のお芝居。私は開拓者役です。
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　９月16日に久米島町役場にて「認知症サポーター養成講座」を開
催し、9名の方が受講されました。
　受講のきっかけは、「親が高齢になり、認知症について知っておき
たかった」「仕事で必要だと感じた」「昨年も受講したが復習したかっ
た」など、さまざまです。その中で、認知症や接し方について学び、「見
守りや声かけなら、すぐにできそう」「具体的な声のかけ方が分かっ
た」といった感想が聞かれました。
　認知症は、誰にでも起こる可能性があります。まずは認知症について「知ること」から。一人ひとりの
理解が、認知症になっても安心して暮らせる地域づくりにつながります。
　認知症サポーター養成講座の開講依頼は随時受け付けています。地域や職場、友人同士など、お気軽
に地域包括支援センターまでご相談ください。

地域の応援者！認知症サポーター★

日本年金機構
特設ページ

マイナポータル
（電子申請）

福祉課　地域包括支援センター（担当：並木） ☎985-7124お問い合わせ

福祉課　☎985-7124お問い合わせ

◆お子さま（実子・養子）を育てている方（父母・養父母）は、申請することで月額17,920円
　(令和８年度)の保険料が免除されます。（所得要件はありません）
◆対象期間は、お子さま（実子・養子）が１歳になる誕生日の前月までです。
◆将来の年金額は、納付した場合と同じように反映されます。

対　　象：令和8年10月1日以降、1歳になるまでの子を養育する国民年金
　　　　　第1号被保険者の実父母・養父母が対象(所得要件はありません)
申請方法：福祉課国民年金窓口、総合窓口、年金事務所での申請または郵送
 申請ができます。マイナポータルから電子申請も可能です。
必要書類：身分証（例：運転免許証、個人番号カード等）

国民年金保険料の
育児免除制度が始まりました！
実子、養子を育てている方は
育児のための免除制度を利用できます。

父親

＜育児免除イメージ図＞

母親

出産日

（養父母）

１歳の誕生日の
前月（12月分）まで

1月 4月2月12月 5月 12月3月

出産予定月または出産月の前月から4か月間

育児免除期間

育児免除期間産前産後免除期間

令和８年10月から
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